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広
 

市
 

原
 

所
 市

で
は
財
政
再
建
計
画
を
強
力
元
町
か
ら

平
和
町
住
宅
に
至
る
 
⑨
鶴
力
岡
小
講
堂
新
築
工
事
 

に
推
し
進
め
る

一
方
、
都
市
計
街
路
（

改
良
）
築
造
工
事
は
七

O
母
子
住
宅
新
築
工
事
 

画
，
道
路
改
修
、
公
営
住
宅
、
 
月
十
六
日
入
札
を
行
な
い
市
内

田
梅
沢
集
会
所
増
改
築
工
事
 

学
校
講
堂
、
そ
れ
に
懸
案
の
精
柳
町
小

田
七
組
が
二
百
十
七
万

O
南
小
学
校
講
堂
新
築
工
事
 

神
病
棟
、
看
護
婦
宿
舎
な
ど

一
円
で
落
札
直
ち
に
着
工
し
た
。
 ④
三
好
中
学
校
講
堂
新
築
工
事
 

連
建
設
事
業
に
乗
り
田
す
た
め
そ
の
他
七
．

八
月
中
に
入
札
さ

O
市
立
中
央
病
院
精
神
病
棟
新
 

補
助
、
起
債
に
つ
い
て
山
内
市
れ
る

工
事
は
次
の
と
う
り
で
あ
 

築
工
事
 

畏
は
中
央
官
庁
と
接
衝
を
続
け
る
。
 

日
看
護
婦
宿
舎
新
築
工
事
 

て
い
た
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
〇

住
宅
新
築
工
事
 

許
可
さ
れ
た
の
で
、
七
月
か
ら
 

Iー
ー
 
ー

ー
ー

i
ー
 
ー

i
 
ー
・
 

入
札
を
行
な
い
、
お
そ
く
と
も
 

一
色
二
』
、
ー
・
L
】
日
ヒ

■
 
四
＞
 
、
 

●
 
・
 

人
月
中に
は
全
部の
工事
に
着
 居
ヲ
製
発
じ
《
．

し
て
 

市
民

の
協
力

を
期
待
 

エ
、
大
半
が
降
雪
期
前
に
竣
工
 

す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
 

ま
ず
臨
時
就
労
対
策
工
事
事
業
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市の人 口
昭和35年 6月末現在 

人 口 	49・916 
男 	24・322 
女 	25・594 
世帯数 	9・413 

     

建
設
事
業
次
々
に
進
む
 

精
神
病
棟
は
八

月
着
工
 

保
育
園
の
可
愛
い
子
 

市
長

に
花

束
  贈
る
 

7
 て
い
る
．
 

目
下
民
生
課
で
運
搬
回
数
を
増
 
ク

の
処

年

ま
た
、
都
市
計
画
事
業
に
よ
るす
た
め
検
討
して
い
ま
す
が
、
 
ち
田
し
 

師
市
農
業
委
員
き
ま
る
 

旅
舘
前
か
ら
角
弘
支
店
前
延
長
回

期
、
漬
物
ど
き
は
ー
カ
月
四

五
一
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
 
幅
六
、
五

o
oト
ン
ー
四
五
〇
ト
ン
で
其

メ
ー
ト
ル
を
市
内
鎌
谷
町
、
成

他
は
だ
い
た
い
三

O
Oト
ン

ー
 

田
建
設
に
よ
り
七
月
五
日
か
ら

三
五

O
ト
ン
で
あ
る
が
こ
れ
を

着
工
し
て
い
る
。
 

大
型
ト
ラ
ツ
ク
と
小
型
ト
ラ
ツ

日
 
こ
の
完
工
期
日
は
十
月
未
日
ま
 
ク
各
一
台
づ
つ
で
フ
ル
に
回
つ
 

2
5
 
で
明
年
度
は
さ
ら
に
電
話
局
前

て
も
月
に
一
回
か
二
回
程
度
ょ

月

通
り
を
延
長
す
る
こ
と
に
な
つ
 
りで
き
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
 

プ
‘
 

と
し
て
旭
町
市
役
所
前
市
道
の
 
当
市
の
塵
芥
状
況
は
春
の
雪
ど

市
民
に
お
い
て
も
次
の
事
項
に

舗
装
工
事
は
本
年
度
分
は
荒
関

け
後
と
秋
の
果
実
野
菜
類
の
出
一
つ
い
て
格段
の
ご
協
力
を
お
願
 

3
5
 

目
・‘
一‘
・
‘
了
コ月
】ー

三
・・
自3
ら
月ミ
ョ
‘
『・
ョ
？
コ
『
ョ
コ

こ
一
「
 

目

l
n
l

一
・
‘
9・‘
了
コ月
‘
ョ
》
‘
ョ
・・
三
・
・
自3ら
月ミ
ョ
・三l
rョ
・‘
る
『
ョ
コ
・
、1・・
ョ
「L
l一
ら1‘
日
，‘
・
，‘目
．
一
‘
b，
ノL
.
？
ら
】
「L】
，‘
.
.
'
,
,
 

い
致
し
ま
す
。
 

e
 行
政
連
絡
員
か
ら
運
搬
日

の
通
知
が
あ
り
ま
し
た
ら
自

家
の
塵
芥
を
整
理
し
空
俵
等
 

に
入
れ
て
ト
ラ
ツ
ク
に
積
み

や
す
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い

ま
た
ト
ラ
ツ
ク
の
入
声
な
い

よ
う
な
小
路
の
方
は
ト
ラ
ツ

ク
の
処
ま
で
ご
苦
労
で
も
持

ち
田
し
て
下
さ
い
。
 

〇
 
営
業
用
の
棚
切
れ
、
荷
造

り
用
の
嚢
物
，
ま
た
は
こ
れ

に
類
す
る
た
く
さ
ん
塵
芥
が
 

山
内
市
長
は
今
春
市
内
中
学
校

を
卒
業
し
て
県
外
に
集
団
就
職

し
た
約
二
五
〇
名
に
対
し
、
慰

問
激
励
を
計
画
し
て
い
た
が
行

政
多
忙
の
た
め
訪
問
の
機
を
得

ら
れ
な
い
の
で
、
と
り
あ
え
ず

東
京
神
奈
川
方
面
の
一
一
〇
名
 

嘉
山
 
定
市
 
三
九
八
 
新
 

計
量

器

の
検

査
 

『
認
 

n物ノ便プ郵一種
 

？
一
 一
 
一
 

『第
 

1
 

(
 

次
の
と
お
り
決
定
し
た
。
 な
お
 

吐
蹄
は
作葉
し易
『
ょ
うに
疎
謬
済
附
い」
満
りは
す
芸

凱
い
製
認
か
 

難
濃
し
ょ
う
滅
灘
灘
認
ご
装
騒
籍
喫
難
」
」灘
竺
火
事
は
一
 

い
町
か
師
」
引
刻
『
、
 
，
 
実
物
を
ご

覧
下

さ
い
。
 
量
器
（
き
レ、
ま
す
、
m
か
川
 

勃
か
ら

‘
よ
いよ
り七

ハ
喰
噴
塵
済
泊
稼
磯
御
に
 
公
溢
質
屋
か
ら
流
 
可
発
割
劃
寡
詳

心
井
町
、上
平
井
町
、中平
井町
 

こ
れ
カ
ら
嫡
よ
い

よ
『
カ
 
ハ
 ・
 
、
」
ー
・
、
；
ジ
い
し」

 
H
 
J

．
月

l
，ー
「
I
ー
‘、
‘
 
一
巨
受す
杉
登
を
受
ヒ
そ
こ
．と
に
 
井甘
．
 止
年
井
町
一
 中
平
井
町
 

井
町
、
上
平
井
町
、
中
平
井
町
 

川
原
地
区
、
梅
田
地
区
、

m
 

市
の
公
益
質
屋
で
は
、
貸
付
金

の
確
保
の
た
め
今
後
貸
付
け
後

四
カ
月
で
流
質
処
分
を
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
の
で
利
用
者

の
中
で
四
カ
月
を
経
過
す
る
入

な
り
ま
す
か
ら
衛
生
面
に
充
分
 
ラ
ム
カ
ン

利
用
の

簡
易
 
市
の
公
益
質
量
で
は
、
貸
付
金
一
市
最
林
商
工
課
で
は
次
の
日
程
十
八

日
、
本
町
、
敷
島
町
、
新
 

地
元
民
多
年
の
要

望
で
あ
つ
た
福
岡
 

集
会
所
は
去
る
三
  

る
も
の
 

〇
万
円
で
工
事
に
，
 

月
よ
り
総
工
費
四
  

〇
土
地
に
関
す
る
も
の
 

＠
主
要
な
固
定
資
産
に
関
す
 

着
手
し
て
い
た
が
  

る
も
の
 

国
飼
養
家
畜
に
関
す
る
も
の

因
肥
料
飼
料
お
よ
び
農
薬
に

関
す
る
も
の
 

田
耕
種
お
よ
び
養
畜
作
付
飼

養
お
よ
び
生
産
に
関
す
る
 

地
元
民
が
多
数
出
 

も
の
 

 

席
し
て
盛
大
に
お
 

こ
な
わ
れ
た
同
集
 

会
所
は
総
坪
数
一
一
 

 

棄
権
防

止
賞

金
 

 

  

  

六
坪
、
木
造
平
屋
建
で
、
使
用
 
早

く
島

川
取
り

を
 

料
を
噴
用
し
た

A
の
で
、
る
。
 
七
月
一
日
執
行
さ
加
た
県
知
事

同
喫

A薪
の
落
成
に
よ
つ
て
市

選
挙
の
際
に
棄
権
防
止
か
か
か

内
り
集
会
所
は
四
カ
所
と
な
っ
 投
票
者
劃
員
に
抽
和
券
を
発
和

た
。
 

ー
 
し

た
が
当
選
者
の
う
ち
で
拠
の

な
山
市
で
は
今
後
公
民
舘
の
な

方
々
が
ま
だ
賞
金
を
受
け
』
「
 

い
地
区
に
次

Aと
集
会
所
を
建
 
て
い
ま
せ
ん
か
で
七
和
「
「一十
印

設
し
て
い
く
予
定
で
●
？
戸
 

ま
で
印
鑑
持
参
の
上
、
市
役
所
 

！
ー
 

 

庶
務
課
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い

一
等
 
吉
岡
 
臭
三

（川
山
〕
 

小
野
沢
次
郎
（
鶴
ケ
岡
）
 

二
等
 
石
谷
と
き
江
（
沖
飯
詰
 

J
一
戸
武
雄
（
藻
川
）
 

三
等
 
藤
森
多
計
造
（
沖
飯
詰
 

）
山
内
寅
之
助
（
稲
実
）
高
橋

儀
助

（
羽
ノ
木
沢
）
伊
藤
り
」
 

（
俵
元
）
対
罵
ナ

1
1（ー
ノ
坪
 

）
福
士
米
作
（
浅
井
）
斎
藤
博
 

（
戸沢
）
 

農
家
台

帳
作
成

に
つ
い

て
 

農
家

の
皆

さ
ん

に
お

願

い
 

市
内
田
町
の
小
田
桐
松
子
（
加
 

）
さ
ん
か
ら
七
月
二
日
、
市
福
 

身
葦
者

の
巡

回
診

寮
 

七
和
地
区
、
長
橋
地
区
、
三
好
 

地
区
、
桧
島
地
区
は
無
競
争
当

選
と
な
つ
た
。
 

五
所
川
原
、

中
川

地
区
 

定
員
五
名

舘
山
 
泰
二
 
五
二
二
 
前

平
山
日
出
夫
 
五

O
一
 
新

秋
田
嘉
太
郎
 
四
七

O
 新
‘
 

掻
沢
松
次
郎
 
三
九
〇
 
前
 

栄
 
梅
沢
地

区
 

定
員
五
名

木
村
三
太
郎
 
四
五
二
 
前

加
藤
種
次
郎
 
三
六
七
 
新

山
田
 
忠
雄
 
三
六
七
 
前

小
山
内
重
五
郎
 
三
五
三
 
新

竹
谷
 
茂
雄
 
二
九
八
 
新

次
 
伊
藤
金
睦
 
二
二
七
 
前

七

和
地

区
 
定
員
四

名

山
内
惣
之
助
 
新
 

〇
駆
虫
剤
撤

布
に
つ
い
て
 
豆
』
「
か
に
コ
く
・
ー
一
 

、‘
…
ー
ー
‘
 ー
・‘
・
 
）
ぽ計
量
法
に
よ
つ
て
割
争
一
 

一
九
番

へ
 

『
弓
ー
ば
け

I
ーニ
ン
シ
ー
ー

ー
ら

れ
て
い
る
が
そ
の
中
か
ら
飯
心

く
だ
さ
い
。
 

1
 市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
は
七
一
宮
本
 済
蔵
 
三
三
三
 
新
 
福
土
 
太

郎
 
前
 

ー
，

I
フ
ー
j
 
:．ニ
ー
 
i
詰
中
学
校
出
身
の
東
京
都
足
立
 
僕

は
苦
し
い
時
で
も
、
悲
し
 

『
珂
月
十
五
日
投
票
、
即
日
開
票
で

次
 
高
橋
弥
左
ユ
門
 
六
八
新
斉
藤

慶
「
一
郎
 新
 

三
好
地
区
 
定

員
三
名
区
五

反
野
北
町
ニ
ゆ
つ
、
戸
塚
い

時
で
も
頭
彊
つ
て
き
ま
し
た
 

定
員
五
名
 
‘

ノ
 
ー
．
 
ー
 

仕
事
に
も
な
れ
、
 友
達
も
で
き
ーも
り
り
ぱ
な
男
る
い
り
気
い
「
 

高
橋
 
元
作
 
五
〇
四
 
新
 

ま
し
た
。
 

市
に
し
て
‘
だ
さ
い
．
 

新
谷
 
光
男
 
新
 

』
円
た
‘
一
‘
 
斤
 
高
圧

容
器

K
K
に
勤
め
て
い
る

そ
う
し
て
僕
は
自
分
の
職
業
を

長
橋
地
区
 
定
員
四轟

m
尋

m
m
 

繊
繕
美
君
の
便
り
を紹介
し
維
設

総

貿
裁

裟
 

太
田
 
秀
男
 
前
 
高

声
改
沸
新

‘・
ー
 
（
原

文
の
ま
ま
）
 
も

和
ぐ
る
“

事
」
‘
わ
“
い

成
田
 
久
雄
 
前
 
松

島
地

区
 
定

員
四
名

拝
啓
 

て
津
軽
人
と
し
て
か
つ
ぱ
な
社
 

石
岡
 
磯
吉
 
前
 

中
川
定
五
郎
 
新
 

市
長
さ
ん
、
い
ろ
い
ろ
僕
た

会
人
に
な
る
つ
も
り
で
す
。
 

松
野
 
得

一
 
新
 

太
田
繁
太
郎
 
新
 
ち
就

職
生
の
た
め
、
あ
り
が
と
 

市
長
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
僕
 

飯
詰
 
毘
沙
潔
声
船
嬰

楠
 

う
鷲
誌
夢

た
つ
たの
で
唾
誌
漂

鶏

務

農

）
 

広
由
の
旧
十
川
埋
立
地
で
す
 
の
園
児
三
十
名
が
園
長
先
生
、
 
て
く
れ
ま
し
た
ね
、
ど
う
も
あ
 

O
 各
団
体
等
で
紙
く
ず
類
の
 
保
母
さ
ん
に
引
卒
さ
れ
て
山
内

り
が
と
う
、
あ
り
が
と
う
」
と

多
い
と
こ
ろ
は
天
候
の
状
況

市
長
を
訪
れ
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
 園
児
の
頭
を
な
で
な
が
ら

「
よ
 

に
よ
く
ご
注
意
の
上
焼
却
処
 
ン
な
ど
の
花
東
を
可
愛
い
い
手
 
い
子
に
な
つ
て
下
さ
い
」
と
お

理
を
し
て
下
さ
い
。
 

で
贈
つ
た
。
 

菓
子
代
を
贈
つ
て
は
げ
ま
し
た

回
 
ゴ
ミ
の
フ
タ
が
壊
れ
た
り
 
日
ご
ろ
お
世
話
に
な
つ
て
い
る
 

市
長
県

外
就
職
生
激
励
 

宇
宙
大
博
覧
会
に
も
招
待
 

灘
議
一
販
（
 「
結
錯犠
鍛
鶏
）
な
給
雌踊
加
」
舘郎
 

．
ー
，
ー

！
，

■
．,.
.
“

■
，.
 

.
 ．
ー
 
．
 

，
 

島
毎
 
武
則
 
三
一
七
 
前
 
『
」
」
「
ー、

』
・
。
ー1
1
口
リ

4
『
 
d
 
1
1」し
1
『

Z
‘
，、
g
 

短
時
日
の
う
ち
に
出
る
ょ
う

市
長
さ
ん
ご
苦
労
さ
ん
で
す
と
 
感謝
の
気
持
を
こ
の
花
東
に
こ
 

な
場
合
は
自
家
で
処
理
し
て
 九
日
市
内
柳
町
、
五
所
川
原
保

め
た
も
の
。
子
供
好
き
の
山
内

一

下
さ
い
。
棄
場
は
旧
栄
地
区

育
園

（
園
長
、
葛
西
恒
悦
氏
）
 市
長
は
目
を
細
め
て
「
ま
く
き
 
二
 

な
り
ま
す
か
ら
衛
生
面
に
充
分

気
を

つ
け
て
常
に
家
屋
内
は
も

ち
ろ
ん
！
家
の
周
囲
を
清
潔
に

カ
，
 ハ
ェ
の
発
生
源
に
な
ら
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
市
の
 

飴
生
師

カ
ら
旧
町
内
は
行
晒
連
 

絡
員
を
通
じ
旧
村
は
支
所
を
通
内

で
ご

希

望
が
あ

れ
ば

も
早
く
お
取
り
下
さ
い

o
 

に
対
し
、
激
励
文
と
ー
し
よ
に
贈
り
慰

問
し
た
。
 

目
下
東
京
晴
海
貿
易
セ
ン
タ
ー
 
な
お北
陸
、
京
阪
地
方
の
就
職
・
 

で
開
催
中
の
、
産
経
新
聞
主
催
生

に
つ
い
て
も
近
く
激
励
す
る
）
 

の
宇
宙
大
博
覧
会
の
入
場
券
を
 

市
長
さ
ん
有
難
う
 

就
職
生
か
ら

礼
状
続

々
 

ェ
伽
出
る
因
染
和
の
発
生
期
と
 
つ
い
て
は

民
生

課
で
ド
 

質
処

分
は

四
カ

月
 
一

な
つ
て
い
ま
す

0
 
 

布
馴
町
、
平
和
町
⑨
七

月
か
 

市
農
林
商
工
課
で
は
次
の
日
程
 

布
屋
町
、
平
和
町
、
④
七
月
二
 

島
地
区
、
小
曲
地
区
 

停
生
併
カ
ら
旧
町
内
は
行
晒
連

E
市
 
ま
ュ
。

し
仁
を

田
 
質
物
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
一
日

ラ
ム
カ
ン

利
用
の

簡
易

焼
却
炉

を
試
作

L
ま
し

て
試
験
し

ま
し
た
が
好

い
成
績
で

す
。
大
商
店

団
体
，

あ
る
い
は
各
町
 

そ
れ
か
ら
僕
は
さ
つ
そ
く
「
 

宇
宙
大
博
覧
会
」
を
見
学
し
て

来
ま
す
。
 

で
は
市
長
さ
ん
、
か
ら
だ
を

大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
、
僕
は

こ
れ
か
ら
も
一
生
魁
命
が
ん
ば

り
ま
す
。
 

さ
よ
う
な
ら
 

菊
地
哲
美
 

僕
た
ち
も
陰
な
が
ら
お
祈
り
「
れ
も
午
前九
時
ょ
り
、
市
立
中
 

し
て
い
ま
す
。
 

央
病
院
で
お
こ
な
い
ま
す
。
 

ー
．
ー
 

：
ー
ー
‘
）
 
八
月
一
日
か
ら
実
施
す
る
こ
と
経
営
状
態
や
世

帯
員
の
鵬
成
等

祉
事
務
所
で
は
さ
つ
そ
く
関
係

市
福
祉
事
務
所
で
は
身
体
障
害
に

な
り
ま
し
た
。
 

を
お
き
き
い
た
す
ま
す
か
ら
進

者
と
協
議
し
て
近
く
敷
島
分
院

者
の
巡
回
診
療
、
更
生
相
談
を
農

家
合
帳
は
農
業
振
興
の
発
展
ん
で
ご

協
力
下
さ
る
ょ
う
お
願

増
田
病
院
の
養
護
学
級
に
配
分
 

次
の
日
程
で
行
な
う
。
眼
科
関
と
経
営
改
善
の
基
礎

資
料
と
す
 
い
し
ま
す
。
 

す
る
こ
と
に
し
ま
す
。
 

係
七
月
十
六
日
整
形
外
科
関
係
る

重
要
な
役
割
を
果
す
も
の
で
 
記
 

小
田
桐
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
 

七
月
二
十
一
日
耳
鼻
咽
喉
科
関
あ

り
ま
す
．
そ
れ
だ
け
に
こ
の
 
一
、
今
年
調
査
す
る
地
城
 

い
ま
し
た
 

係
七
月
二
十
六
日
時
聞
は
い
ず
調

査
が
完
全
に
出
来
る
か
否
か
 
栄
地
区
，

七
和
地
区
、
五
所
 

で
昭
和
三
十
五
年
度
計
量
器
検

査
を
行
た
い
ま
す
の
で
各
使
用

業
者
は
検
査
を
受
け
て
違
反
の

な
い
上
う
に

L
て
く
だ
さ
い
。
 

検
査
日
時
、
検
査
区
城
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
検
査
楊
所
は
五

所
川
原
中
央
公
民
舘
、
時
間
は

午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

た
だ
し
三
十
日
は
正
午
ま
で

⑥
七
月
ニ
十
六

H
．
元
町
、
大

町
、
柳
町
、
元
町
更
生
街
、
柳

町
、
更
生
街
、
栄
町
、
鎌
谷
町

田
園
調
布
、
下
」＋
井
町
、
十
川

町
、
④
七
月
二
十
七
日
、
田
町

弥
生
町
、
東
町
「
岩
木
町
、
平
 

昨
年
か
らニカ
年
の
計
画
を
もは
ーつ
に
農
家
個
々
の
こ
協
力
鯛
零
繍
慧

範
影
 

つ
て
調
査
し
て
き
ま
し
た
農
家
 
に
か
か
つ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
 
ノ
ー
ト
九
七
冊
、
画
洋
紙
六

o
 

台
帳
の
作
成
に
つ
い
て
昨
年
調

ま
す
．
皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
は

枚
、
鉛
筆
一

O
本
、
西
洋
紙

一
 

博
ま
「
縄
繊
を
吟
年
の濡
匿
潟
，“
ほ
れ
に
池？n
。
っ牧
がと
ど
けち
れ
た市
冨
 

よい子から花束を受ける山内市長 

十
八
日
、
本
町
、
敷
島
町
、
新
一
一
、調
査
期
間
八
月
一
日
か
仁
 

町
、
④
七
月
ニ
十
九
日
、
旭
町
 

九
月
三
十
日
ま
”
 

寺
町
、
川
端
町
、
⑥
七
月
三
十
三
、

調
査
対
象
農
家
 

日
、
新
宮
町
、
末
広
町
、
柏
原
 
一
反

以
上
の
農
地
を
耕
作

ー
 

町
、
幾
島
町
 

て
い
る
農
家
（
世
帯
）
 

四
、
調
査
さ
れ
る
主
な
事
項
。
 

地
元
民
多
年
の
要
 

ョ
農
末
今
領
こ
月
す
る
も
つ

望
で
あ
つ
た
福
岡
 

〇
世
帯
お
ょ
び
雇
用
に
関
十
 

福岡集会所竣工 工 
こ
の
ほ
ど
完
成
六

月
十
三
日
午
後
一

時
よ
り
同
集
会
所

に
お
い
て
山
内
市

長
，
仙
庭
鵬
長
ら
 

学
童
に
ノ

ー
ト
贈
る

田
町
小
田
桐
さ

ん
が
 



説
 
住
民
登
録
法

が
昭
和
ニ
十
 

七
年
七
月
一

日
に
施
行
さ

れ
て
か
ら
こ

と
し
の
七
月

一
日
で
満
八

周
年
に
な
り
 

ま
す
が
、
ま
だ
み
な
さ
ん
の

中
に
住
民
登
録
制
慶
に
つ
い

て
理
解
さ
れ
て
い
な
い
方
が

あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
制
慶
 

」
智
て解
説
して
み
ま
し
 

私
た
ち
は
、
だ
れ
で
も
ど
こ

か
の
市
町
村
に
生
活
の
中
心

と
な
る
一
定
の
住
所
を
も
つ

て
い
ま
す
‘
 

こ
の
よ
う
に
市
町
村
の
区
城

内
に
住
所
の
あ
る
者
を
、
そ

の
市
町
村
の
住
民
と
い
う
の

で
す
が
そ
の
住
民
で
あ
る
私

達
の
日
常
生
活
上
で
住
民
の

資
格
か
ら
生
ず
る
権
利
、
義

努
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
 

た
と
え
ぱ
主
食
の
配
給
を
受

け
る
に
も
選
挙
権
を
行
使
す

る
に
も
小
『
中
学
校
に
こ
ど

も
さ
ん
を
入
学
さ
せ
る
に
も

生
活
保
護
や
年
金
を
受
け
る

に
も
、
通
勤
手
当
を
申
請
す
 

〇
O
余
名
、
消
防
ポ
ン
プ
六
o
 

台
が
参
加
し
て
行
な
わ
れ
た
．
 

こ
の
日
は
朝
か
ら
時
々
小
雨
の

降
る
天
候
で
あ
つ
た
が
午
前
七

時
三
十
分
の
集
合
合
図
の
サ
イ

レ
ン
で
各
分
団
ご
と
に
北
斗
グ

ラ
ン
ド
に
集
合
、
午
前
八
時
消

防
服
に
威
儀
を
正
し
た
観
閲
官

山
内
市
長
が
オ
ー
プ
ン
カ
ー
で

神
団
長
と
と
も
に
入
場
、
人
員

姿
勢
服
装
機
械
器
具
の
検
閲
を

行
つ
た
。
 

そ
の
後
国
旗
掲
揚
、
国
歌

一
唱

の
の
ち
市
内
寺
町
通
り
を
五
中
 

．フ
ラ
ス
パ
ソ
ド
を
先
頭
に
分
例

行
進
を
行
な
い
，
ふ
た
た
び
北

斗
グ
ラ
ン
ド
で
ま
と
い
振
り
、
 

る
に
も
、
ま
た
市
町
村
税
の

課
税
に
し
て
も
そ
の
住
所
が

基
本
と
な
つ
て
い
ま
す
。
 

そ
の
ほ
か
居
住
証
明
や
印
か

ん
証
明
を
も
ら
う
と
き
な
ど

も
そ
の
市
町
村
の
住
民
で
あ

る
こ
と
に
よ
つ
て
そ
の
証
明

が
さ
れ
る
の
で
す
。
 

こ
の
よ
う
に
私
た
ち
の
日
常

生
活
に
は
私
達
が
ど
こ
の
市

町
村
の
住
民
で
あ
る
か
を
い

つ
も
は
つ
き
り
し
て
お
く
こ
 

と
が
大
切
で
 

ら
み
ま
し
て

も
日
常
の
事
 

昨
年
度
は
当
市
の
法
定
伝
染
病

だ
け
で
も
一
ニ
〇
名
の
発
生
を

ふ
て
お
り
ま
す
。
 

伝
染
病
の
発
生
経
路
を
申
し
あ

げ
ま
す
と
汚
染
さ
れ
た
手
、
指

飲
食
物
．
生
水
、
 ハ
ュ
！
ネ
ズ

ミ
、
衣
類
そ
の
他
家
畜
等
の
媒

介
に
な
る
も
の
が
非
常
に
多
い

の
で
あ
り
ま
す
．
 

夏
に
な
り
ま
す
と
特
に
飲
食
物

に
注
意
し
、
腐
敗
し
た
も
の
は

絶
体
飲
食
し
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。
そ
の
予
防
法
を
申

し
あ
げ
ま
す
と
、
 

】
、
手
指
は
必
ず
洗
浄
す
る
 

」
」と
 

用
便
後
は
必
ず
洗
浄
し

食
物
調
理
前
に
も
て
い
ね
い
に

手
を
洗
う
こ
と
 

野
菜
、
魚
介
類
は
よ
く

洗
い
加
熱
す
る
こ
と
 

井
戸
水
の
清
潔
、
 ハ
イ

カ
の
発
生
防
止
と
そ
の
駆
除
も

必
要
で
あ
る
 

堆
肥
、
畜
舎
、
下
水
等

の
環
境
衛
生
に
も
充
分
留
意
す

る
こ
と
 

以
上
申
し
あ
げ
ま
し
た
の
は

各
自
が
常
に
保
健
衛
生
を
念
頭

に
生
活
環
境
の
尚

一
層
の
注
意

を
し
た
な
ら
ば
伝
染
病
予
防
の
 

な
わ
れ
．
住
民
に
充
分
サ
ー
 
つ
な
住
民
登
録
は
ど
ん
な
も
 
な
が
り
を
も
た
せ
、
両
方
の
 
た
日
か
r
 

ビ
ス
す
る
た
め
に
は
、
ぜ
ひ
 
の
か
お
知
ら
せ
し
ま
し
よ
う
 
記
入
方
法
を
一
致
さ
せ
る
こ
 
転
出
、
中

つ
な
住
民
登
録
は
ど
ん
な
も

の
か
お
知
ら
せ
し
ま
し
よ
う
 

住
 
民
 
票
 

市
町
村
は
そ
の
住
民
を
も
れ

な
く
登
録
し
て
い
ま
す
か
こ

の
登
録
の
台
帳
を
住
民
票
と

い
い
ま
す
。
 

住
民
票
は
世
帯
を
単
位
と
し

て
作
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
に

ひ
と
j
ひ
と
り
の
な
ま
え
、
 

生
年
月
日
、
男
女
別
 
世
帯

主
、
続
柄
、
本
籍
、
住
所
な
 

と
も
、
そ
の
市
町
村
を
構
成
 

住
 
民
 
票
 
と
に

な
つ
て
い
ま
す
。
で
す
 
が
変
わ
・

し
て
い
る
住
民
の
ひ
と
り
ひ
 
市
町
村
は
そ
の
住
民
を
も
れ
 
か
ら
住
所
の
あ
る
市
町
村
は
 
市
町
村
如

と
り
を
は
つ
き
り
と
知
つ
て
 
な
く
登
禄
し
て
い
ま
す
か
こ
 
記
入
す
る
こ
と
が
ら
を
そ
の
 
れ
ば
な
戸

お
く
必
要
が
あ
る
の
で
す
。
 
の
登
録
の
台
帳
を
住
民
票
と
 
人
の
本
籍
に
通
知
し
、
本
籍
 
す
こ

れ
《
 

そ
こ
で
市
町
村
住
民
の
便
利
 
い
い
ま
す
。
 

の
市
町
村
は
そ
の
通
知
事
項
 
ま
す
と
ー
 

と
市
町
村
役
場
の
事
務
の
簡
 
住
民
票
は
世
帯
を
単
位
と
し
 
を
戸
籍
と
照
ら
し
合
わ
せ
、
 
せ
ら
れ
ュ

素
化
の
た
め
に
昭
和
ニ
十
七
 
て
作
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
 
そ
の
結
果
を
ふ
た
た
び
住
所
 
だ
さ
い
。
 

年
七
月
一
日
に
住
民
登
録
制
 
ひ
と

j
ひ
と
り
の
な
ま
え
、
 
の
あ
る
市
町
村
へ
通
知
し
ま
 
死
亡
、
」
 

慶
が
生
ま
れ
ま
し
た
．
 

生
年
月
日
、
男
女
別
 
世
帯
 
す
，
 こ
れ
に
よ
つ
て
住
民
票
 
届
け
出

」
 

な
が
り
を
も
た
せ
、
両
方
の

記
入
方
法
を
一
致
さ
せ
る
こ

と
に
な
つ
て
い
ま
す
。
 で
す

か
ら
住
所
の
あ
る
市
町
村
は

記
入
す
る
こ
と
が
ら
を
そ
の

人
の
本
籍
に
通
知
し
、
本
籍

の
市
町
村
は
そ
の
通
知
事
項

を
戸
籍
と
照
ら
し
合
わ
せ
、
 

そ
の
結
果
を
ふ
た
た
び
住
所

の
あ
る
市
町
村
へ
通
知
し
ま

す
，
 こ
れ
に
よ
つ
て
住
民
票

の
記
入
事
項
が
正
し
い
か
ど
 

下
の
お
言
葉
、
表
彰
式
、
市
長

講
評
、
訓
示
，
来
賓
祝
辞
、
答

辞
な
ど
が
あ
り
万
才
三
唱
し
て

十
ニ
時
三
十
分
日
程
を
無
事
終

了
し
た
。
 

伝
染
病
予
防
を
 

み
ん
な
で
注
意
 

夏
期
に
お
け
る
伝
染
病
の
発
生

は
い
ま
さ
ら
申
す
ま
で
も
な
く

赤
痢
、
腸
チ
フ
ス
，
食
中
毒
に

よ
る
消
化
器
系
の
伝
染
病
の
も

つ
と
も
洗
行
す
る
季
節
で
あ
り
 

静
鍵
「
ー住
民
登
録
に
つ
い
て
 

一解
 

難

彰
炉
，
ー
ー
異
動
の
場
合
は
直

ち
に
届
け
出
下

さ
い
ー
 

に
正
確
に
行
 

一
 

う
か
を
た
し
か
め
ま
す
o
 

届
け
出
に
よ
つ
て
市
町
村
の

こ
の
よ
う
に
し
て
住
民
票
は
 
職
擢
で
、
住
民
票
に
必
要
事

市
町
村
間
p
密
接
な
連
絡
を
 
項
を
記
入
し
ま
す
。
 

と
つ
て
正
ヒ
く
記
入
さ
れ
、
 
謄
、

沙

本

を
閲

覧
 

そ
の
人
の
住
所
が
い
つ
も
は
 
住
民
票
は
、
住
民
の
居
住
関

つ
き
り
と
わ
カ
る
よ
う
に
な
 
係
を
軸
澗
や
け
に
証
明
ず
る

つ
て
い
ま
む
、
．
 
ー
 

も
の
で
す
か
ら
二
馴
割
生
活
 

届

出
の

義
務
 
報
携
誌
鶴
お
い
に
 

住
民
登
録
で
住
民
が
届
け
で
 
前
に
も
の
べ
ま
し
た
よ
う
に
 

弊
熱
覧
計
観
住」襲
観
」
「
？
難
 

転
居
届
、
変
更
届
お
ょ
び
転
 
も
戸
籍
と
変
わ
る
こ
と
は
あ
 

た
日
か
ら
十
四
日
以
内
に
、
 
分
関
係
を
知
り
た
い
と
き
は

転
出
、
国
外
移
住
届
は
住
所
 
別
で
す
が
、
戸
籍
の
膳
本
、
 

が
変
わ
る
前
に
住
所
の
あ
る
 
抄
本
の
代
わ
り
に
、
住
民
票

市
町
村
役
場
に
届
け
で
な
け
 
の
謄
、
抄
本

で
充
分
そ
の
用

れ
ば
な
ら
な
く
な
つ
て
い
ま
 
を
た
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

す
こ
れ
ら
の
届
け
出
を
怠
り
 
謄
、
抄
本
の
手
数
料
は
一
件

ま
す
と
事
情
に
よ
つ
て
は
罰
 
に
つ
い
て
五
〇
円
、
閲
覧
は

せ
ら
れ
ま
す
か
ら
ご
注
意
く
 
一
件
四
〇
円
で
す
。
市
民
生

だ
さ
い
。
そ
の
ほ
か
、
出
生
 
課
で
は
記
念
行
事
と
し
て
七

死
亡
、
婚
姻
、
帰
化
な
ど
の
 
月
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で
市

届
け
出
は
住
民
登
録
法
で
は
 
役
所
内
に
相
談
所
を
開
設
し

い
り
ま
せ
人
が
戸
籍
法
上
の
 
て
い
ま
す
か
ら
利
用
下
さ
い
 

濃
一1瞬
饗
載
躍

環
雄

姉
 

移
住
届
で
す
 
瀞
を
u
u
目
ひ
士
帯
を
駒
醒

こ
れ
ら
の
届
 
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
の
で
、
 

け
出
は
転
入
 
本
人
の
家
庭
の
状
況
を
知
る

転
届
 
変
翼
ー
の
に
は
戸
籍
に
は
み
ら
れ
な
 

、風
酬
樹
動
，
 
い
よ
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す

変
更
の
あ
つ
 
し
た
が
つ
て
ど
う
し
て
も
身
 

応
召
一
年
で
共
に
戦
地
勤
務
で

昭
和
三
十
六
年
度
は
固
定
資
産

あ
つ
た
人
の
場
合
は
旧
恩
給
法

評
価
の
基
準
年
度
と
な
つ
て
い

に
よ
り
戦
地
加
算
に
よ
り
下
士
 
る
た
め
市
税
務
課
で
は
六
月
ニ

官
以
下
で
あ
れ
ば
普
通
恩
給
が

十
日
か
ら
左
記
地
区
に
係
員
が

裁
定
に
な
り
そ
の
後
さ
ら
に
応

参
り
ま
L
て
土
地
家
屋
の
一
斉

召
三
年
あ
つ
た
場
合
、
現
在
こ
 
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

の
人
の
受
給
さ
れ
て
い
る
恩
給
 
こ
の
調
査
に
よ
り
今
後
三
年
間

は
実
役
四
カ
年
分
よ
り
受
給
し
 
の
固
定
資
産
税
が
決
定
さ
れ
る

て
お
り
ま
せ
ん
。
 

の
で
す
か
ら
、
こ
の
調
査
に
つ

そ
こ
で
こ
の
よ
う
な
場
合
は
普
 
い
て
は
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご

通
恩
給
の
裁
定
後
の
勤
続
年
数
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

土
地
・
家
屋
 

の
一
斉
調
査
 

異

動
が
あ
つ

た

と
き
 
ど

が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
住
 

届
出
は1
4日
以
内
に
 
認
諺
賛
誌

」
碧
 

以
前
に
は
寄
留
制
度
と
い
う

も
の
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ

の
手
続
き
が
め
ん
ど
う
な
た

め
に
あ
ま
り
そ
の
役
目
を
は

た
す
こ
と
が
出
来
な
か
つ
た

の
で
こ
れ
に
か
わ
つ
て
簡
易

な
手
続
き
で
す
む
住
民
登
録

制
度
に
か
わ
つ
た
の
で
す
。
 

で
は
私
達
の
生
活
に
た
い
せ
 

以
前
に
は
寄
留
制
度
と
い
う
 
こ
と
に
な
つ
て
お
り
ま
す
。
 

も
の
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
 
い
わ
ば
こ
の
 
「住
民
票
」
は

の
手
続
き
が
め
ん
ど
う
な
た
 
そ

の
市
町
村
の
「
住
民
名
簿

め
に
あ
ま
り
そ
の
役
目
を
は
 
」
と
い
う
べ
き
も
の
で
た
い

た
す
こ
と
が
出
来
な
か
つ
た
 
せ
つ
な
役
割
を
は
た
し
て
い

の
で
こ
れ
に
か
わ
つ
て
簡
易
 
ま
す
。
 

な
手
続
き
で
す
む
住
民
登
録
 
戸
籍

と
の
つ
な

が
り

制
度
に
か
わ
つ
た
の
で
す
。
 
住
民
票
を
正
し
い
も
の
に
す

で
は
私
達
の
生
活
に
た
い
せ
 
る
た
め
住
民
票
と
戸
籍
に
つ
 

小
児
マ
ヒ
等
の
洗
行
す
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
の
で
充
分
注
意
を

要
し
ま
す
 

市
内
に
お
け
る
昭
和
三
十
四
年

度
法
定
伝
染
病
発
生
状
況
は
次

の
と
お
り
と
な
つ
て
お
り
ま
す

旧
町
内
【
五
四
名
 
栄
・
四
名

長
橋
u
十
名
、
誓
島
【
十
ニ
名

飯
詰
り
七
名
、
中
川
n
四
名
、
 

三
好

甘
十
四
名
、
毘
沙
門
【
一

名
、
七
和
・
八
名
、
梅
沢
ー
ーハ

名
 

相
談
下
さ
い
。
 

な
お
用
紙
は
市
役
所
民
生
課
に
 

ご
ざ
い
ま
す
。
 

民
生
課

の
工
 

藤
さ
ん
表
彰
 

戸
籍
事
務

優
良
で
 

青
森
地
方
法
務
局
五
所
川
原
支

局
管
内
の
戸
籍
、
住
民
登
録
事

務
協
議
会

〈
会
長山
内
久
三
郎

氏
）
 の
戸
籍
、
仕
民
登
録
事
務
 

研
修
会
は
こ
の
ほ
ど
北
郡
小
泊
 

軍
人
恩

給

証
書
を
 

村
役
場
に
お
い
て
開
か
れ
・
席
 

凱
編
籍
難
執
瀞
嚢
鑓

難
鵬
 

号
を
以
つ
て
復
活
し
ま
し
た
旧

口
協
議
会
長
賞
 
工
藤
喜
久
子

軍
人
の
恩
給
を
受
給
さ
れ
て
い

る
み
な
さ
ん
は
自
分
の
勤
続
年

数
相
当
の
恩
給
を
受
給
さ
れ
て

お
り
ま
す
が
例
え
ば
現
役
三
年
 

防
団
観
閲
式
終
る
 

市
初
の

ハ
シ
ゴ
乗
り

公
開
 

五
所
川
原
市
消
防
団
定
期
観
閲

梯
子
乗
り
な
ど
を
行

つ
た
。
 
一
岩木
川
岸
で
行
な
わ
れ
た
．
 

式
は
六
月
二
十
五
日
勇
肌
一
五
 
放
水
演
習
は
十
時
二
十
分
か
ら
一十

一
時
ニ
十
分
か
ら
は
天
皇
陛
 

成
果
が
あ
る
も
の
と
確
信
し
て
三

年
を
加
い
た
恩
給
を
請
求
す

ロ
調
査
地
区
 
五
所
川
原
、
小

お
り
ま
す
 
る

こ
と
が
出
来
ま
す
か
ら
取
り
 
曲
、
栄
、
梅
沢
、
長
橋
！
松
島

今
年
は
例
年
よ
り
特
に
赤
痢
急
ぎ

市
民
生
課
市
民
係
ま
で
ご
七
和
 

，
川
‘
目
‘
■
．
.
．
岡
‘
．
'
.
‘
．
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子
供
を
水
難
か
ら守
ろ
う
 

岩
木
川
に
監
視
人
を
お
く
 

ク
カ
ツ
パ
天
国

ク
の
時
節
が
や
さ

れ
て
い
る
方
は
ご
ざ
い
ま
せ
 
し
た
住
宅
の
備
品
を
亡
失
し
た

つ
て
き
ま
し
た
。
 

ん
か
。
滞
納
さ
れ
て

い
る
方
を
・
り
破
か
い
し
た
り
又
は
汚
物
の

市
教
育
委
員
会
で
は
今
年
も
七
一

日
も
早
く
完
納
さ
れ
る
よ
う

汲
取
り
な
ど
を
お
こ
な
つ
て
い

月
一
日
か
ら
岩
木
川
岸
に
水
泳

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

な
い
と
き
は
納
入
し
て
あ
る
敷

監
視
所
を
つ
く
り
監
視
人
を
お
 
ご承
知
の
と
お
り
本
年
一
月
か
金

を
も
つ
て
こ
D
費
用
に
充
て

い
て
い
ま
す
。
 

ら
使
用
料
の
滞
納
額
に
つ
い
て
 
る意
味
の
も
の
で
決
し
て
使
用

水
泳
ぎ
を
す
る
と
き
は
監
視
人
は

市
税
同
様
延
納
金
、
延
滞
加

料
の
前
納
で
は
な
い
こ
と
を
改

の
見
え
る
と
こ
ろ
で
、
監
視
人
算

金
も
徴
収
さ
れ
，
更
に
滞
納

め
て
ご
理
解
願

‘v
ま
す
。
 

る
十
一
日
か
ら
開
放
し
て
い
ま

す
が
、
夜
聞
使
用
お
よ
び

一
般

市
民
の
使
用
は
禁
止
し
て
い
ま

す
。
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八
A
『
弓
』
山
山い
ヒ
 
公
営
お
ょ

ノ
，一
i
J
J
 

び
市
営
住

一
 
E
吐
士
白
へ
 
宅
入

居
者
 

の
み
な
さ

ん
の
中
で
住
宅
使
用
料
の
滞
納
 

き
は
住
宅
の
明
渡
し
を
要
求
さ

れ
ま
す
の
で
こ
の
よ
う
な
事
態

の
な
い
ょ
う
特
段
の
ご
協
力
を

願
い
ま
す
。
 

な
お
公
営
住
宅
の
八
居
者
の
方
 

A
で
入
居
の
と
き
に
納
入
す
る

敷
金
を
住
宅
使
用
料
の
前
払
い

と
考
え
て
お
ら
れ
る
方
は
あ
り

ま
せ
ん
か
、
敷
金
と
は
あ
く
ま

で
も
退
居
の
際
に
市
か
ら
借
用
 

民
生
委
員

補
充
 

市
民
生
委
員
推
せ
ん
委
員
会
は
 

去
る
十
三
日
市
役
所
会
鵬
室
に
 

お
い
て
委
員
会
を
開
き
、
欠
員
 

中
の
民
生
委
員
の
推
せ
ん
を
お
 

こ
な
つ
た
。
 

本
町
 
野
村
ト
シ
 

川
端
“

J
 鶴
谷
正
志
 

飯
話
福
泉
 
木
田
茂
作
 

飯
詰
福
泉
 
太
田
粕
 

唐
笠
柳
 
太
田
覚
市
 

の
注
意
を
よ
く
き
く
よ
う
に
し

差
押
え
も
お
こ
な
わ
れ
ま
す
し
 

て
く
だ
さ
い
。
 

市
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
 

ま
た
五
小
校
庭
の
プ
ー
ル
も
去
り

三
カ
月
以
上
滞
納
さ
れ
た
と
 

)
1

・
ハ
ソ
七
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一
」
 

I

／し
、
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へ、
・
v
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・
」r
 

リ
オ
ン

の
補
聴
器
 

リ
オ
ネ
ツ
ト
 

奉
仕
の
精
神
・
身
体
障
害
福
祉
法
施
行
以
来
十
年

に
わ
た
つ
て
ご
奉
仕
し
て
参
り
、
 

厚
生
省
・
労
功
省
・全
国
都
道
府
県

庁
の
ご
指
定
を
頂
い
て
お
り
ま
す
 

優
れ
た
品
貿
・
日
本
屈
指
の
音
響
研
究
所
（
小
林

理
学
研
究
所
）
の
科
学
者
と
専
門

医
も
参
加
し
て
完
成
し
た
侵
秀
品

で
す
。
 昭
和
廿
七
年
に
厚
生
大
臣

賞
受
賞
の
栄
に
浴
し
ま
し
た
。
 

よ
く
き
こ
え
る

・
遠
い
耳
の
症
状
に
適
合
し
て
、
 

遠
く
の
音
で
も
耳
の
近
く
で

ハ
ツ
 

、
 

キ
り
と
ま
く
き
こ
え
ま
す
。
 

経
 
済
 
的

・
ー
コ
廿
五
円
の
乾
電
池
で
二
百
時

間
以
上
も
続
け
て
使
え
る
経
済
的

な
補
聴
器
で
す
。
 

多

種

類
・
真
空
管
式
か
ら
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
式

迄
各
種
が
あ
り
お
耳
に
合
つ
た
も

の
を
ご
自
由
に
お
選
び
頂
け
ま
す
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